
十和田市事務事業評価 外部評価表 

事務事業名 担い手の育成・確保 

担当課 農林畜産課 

 

事業の方向性について 

（該当するものに○を記入） 
理由・改善点など 

さらに重点化を図る 

（市民から更なるニーズが 

ある場合） 

 

 

 

 

現状のまま継続 

（現状で全てうまくいって 

いる場合） 

２ 

・農業の魅力（収益性・生産性）のＰＲと、事業対象者のフ

ォローをしっかり行い、後継者育成に努める。 

・国の農業政策の一環であり、県・市と一連の施策の中で行

われている事業でもあり、さらに積極的に推進していただき

たい。 

有効性を改善して継続 

（主に事務事業の成果向上 

を目指す場合） 

４ 

・「人・農地プラン」を検証、実行する。就農青年、予定者

の確保や、生活、経済面で安心プランになれる方向性を提示

する。カッコいい農業と、収入増の将来像の確証を提示する。 

・行政が指導して、若い方々に参加していただく事業をして

いただきたい。 

・十和田市が良い作物が作れることも宣伝し、他県にも呼び

掛ける。 

・国の事業のほかに、営農のさらなるＰＲをお願いする。 

効率性を改善して継続 

（主に事務事業のコスト 

削減を目指す場合） 

 

 

 

 

公平性を改善して継続 

（主に受益と負担の適正化 

を目指す場合） 

 

 

 

 

事務事業の統廃合を図る 

（他の事務事業と統廃合し 

簡素化を目指す場合） 

 

 

 

 

休止 

（必要性は認められるが、 

限られた予算・人員の中、 

ひとまず休止とする場合） 

 

 

 

 

完了・廃止 

（役割を終えている場合） 
 

 

 

 

 

その他 コメント（活動指標、成果指標の設定の仕方について等） 

・どんな規模でどんなバランスの作付をやれば農業で生計を立てていけるのか、例えば所得 300万円

を達成できるようなモデルケースを作って、若者たちに見せていただきたい。 

・思い切って、休耕田を使って３セク的に農業経営をやってみてはどうか。 

・この事業の成果の設定としては、給付農家数ではなく、給付金を出した農家の農業所得がその後ど

う成長しているかであると考えられるので、そこを追跡調査してほしい。 

 


